日本学術会議ニュース・メール  （No.131 ） 2008/06/10  

　Ｇ８北海道洞爺湖サミットに向けた各国学術会議の共同声明 

　日本学術会議は、平成20年７月７～９日に北海道洞爺湖サミットで開催
されるＧ８サミットに向け、Ｇ８サミット各国及び関係５ヵ国（ブラジル、
中国、インド、メキシコ、南アフリカ）のアカデミーと共同で、本年のＧ
８サミットの議題である「気候変動」と「Global Health」について、サミッ
ト参加国指導者に対する提言を取りまとめました。 取りまとめられた提言
は、同年６月10日、我が国において、金澤会長から福田総理に手交すると
ともに、世界同日に公表されました。

　共同声明や本件に関する会長コメントは次のＵＲＬからご覧になれます。
　http://www.scj.go.jp/ja/int/g8/index.html

【お問い合わせ先】
　内閣府日本学術会議 国際業務総括担当
　Tel:03-3403-5731 Fax：03-3403-1755 E-mail:i252@scj.go.jp　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-05.html

　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
 （p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
　　
　　　　　　　　　新法人法への対応シンポジウム
　　　　　　　　　　　　−学協会の公益性の確立に向けて−
１．開催趣旨
　　我が国の学協会（学術団体）の運営・活動の向上と新非営利法人制度施行（※）に
　向けての対応についての情報提供を行うことを目的として、日本学術会議協力学術研
　究団体に登録されている学協会の幹部・事務局を対象として、標記シンポジウムを行
　います。
　　シンポジウムの内容は
　　１．法人における税制の扱い
　　２．法人設立に必要な手続きと定款の作成
　　３．公益性に関する必要事項の解説
　について精通した方からの実務的な解説を行い、その後、十分な質疑応答を行います。
　※　一般社団・財団法人に関する法律、公益社団・財団法人に関する法律等が、今年
　　の12月に施行されます。

２．主催　日本学術会議科学者委員会学協会の機能強化方策検討等分科会

３．日時　平成20年７月29日（火曜日）13:30～17:30

４．場所　日本学術会議１階　講堂
　　　　　（東京都港区六本木7-22-34）
５．参加費　無料
６．申込み方法
　　本文最後の様式により、参加者氏名等及び質問事項をご記入の上、日本学術会議事
　務局企画課総括係に、メール又はファックスにて６月25日（水）までにお申し込みく
　ださい。
　　参加者は、１学協会につき２名までといたします。ただし、申込み多数の場合は、
　参加者を１名とさせていただくお願いをすることがあります。その際にはご連絡をい
　たしますので、何卒御了承くださいますようお願いいたします。また、定員（約300　
　名）に達した場合は，その時点で締切りとさせていただきます。
　　送付先：日本学術会議事務局企画課総括係
　　　　　　　電話　03-3403-1250
　　　　　　　ファックス　03-3403-1260
　　　　　　　メール　p221@scj.go.jp
７．プログラム案　　　　　　　　　　　　　　　　
　司会：菱田公一　（シンポジウム実行委員会委員長）
　13:30　　　開会の挨拶
　　　　　　　浅島 誠　日本学術会議副会長、学協会の機能強化方策検討等分科会委員
                       長、学協会の公益機能検討等小分科会委員長
  13:40　　　新非営利法人制度について（各30分）
             (1) 法人法改正に伴う各種法人と税制について
             (2) 一般社団法人・一般財団法人の要件について
             (3) 公益社団法人・公益財団法人の要件について
  15:10-15:30　休憩
  15:30-17:00　質疑応答
  17:00-17:20　まとめ　（司会者）
  17:20-17:30　閉会の挨拶
               池田 駿介　学協会の公益機能検討等小分科会副委員長
  ※  講演者が決まり次第、日本学術会議ホームページの以下のサイトに掲載します。
　　  http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html
８．シンポジウム実行委員会
　　委員長　　菱田公一　（連携会員）　　慶應義塾大学理工学部教授
　　副委員長　會田勝美　（連携会員）　　東京農業大学総合研究所教授
　　実行委員　池田駿介　（第３部会員）　東京工業大学理工学研究科教授
　　　　　　　小林良彰　（第１部会員）　慶應義塾大学法学部教授
              柴田徳思　（連携会員）　　日本原子力研究開発機構Ｊ−ＰＡＲＣセン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ター特別研究員
　　　　　　　長澤寛道　（特任連携会員）東京大学大学院農学生命科学研究科・農学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部教授
 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【申込み様式】

貴学協会名：

参加希望者：(1)肩書
　　　　　　　 氏名
　　　　　　(2)肩書
　　　　　　　 氏名

連絡先（電話番号又はメールアドレス）：


質問事項等：

１．貴学協会について，
　(1) 以下から当てはまるものを右の括弧内にご記入ください。　（　　　）
       a. 学協会の連合体（コンソーシアム）
       b. 連合体に所属している学協会
       c. 連合体に所属していない学協会
　(2) １．(1)で、aに該当する場合は連合体の発足した年月を、bに該当する場合は加盟
　　　した年月を右の括弧内に御記入ください。　　（　　　　　年　　　月）

２．新非営利法人制度についての質問事項があればご記入ください．（複数可）
　(1) 各種の法人に関する税制について



　(2) 一般社団法人・一般財団法人の要件について



　(3) 公益社団法人・公益財団法人の要件について



※　御提出いただいた質問事項は、実行委員会にて整理し、まとめた上で、シンポジウ
　ム当日の質疑応答で、各講演者にお答えいただくことを予定しています。
